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分担研究報告書 

 

がん研究に患者・市民が参画するためのカリキュラム第２版の評価と対面研修プログラムの開発 

 

研究分担者 

三森功士 / 九州大学病院別府病院 病院長 外科教授 

 

研究協力者 

藤田直也 / 公益財団法人がん研究会 がん化学療法センター 所長 

 

 

 
 

Ａ．研究目的 

本研究の目的は、日本癌学会が主催するサバイ

バー・科学者プログラム（SSPプログラム）を通じ、

がんサバイバーおよび患者支援団体リーダーとが

ん基礎研究者との交流を促進し、患者支援活動の

高度化およびがん研究の社会的還元を推進するこ

とである。 

また、本プログラムに体系化されたカリキュラ

ム・コードを付与することにより、複数学会にお

ける患者支援プログラム間の連携を深化させ、学

術的かつ実践的な患者支援人材の育成を目指す。 

 

Ｂ．研究方法 

2024年9月19日から21日に福岡国際会議場など

を会場として開催された第８３回日本癌学会学術

総会において、日本癌学会主催のサバイバー・科学

者プログラム (略称 SSPプログラム)を開催した

（  https://site.convention.co.jp/jca2024/ssp/ssp_

participants/ ）。 

第９回目の開催となる本年度のSSPプログラム

では、がん研究の専門家による最先端のトピック

スのレクチャー(基礎講座)、患者会のリーダーから

なるアドボケートメンターとのグループセッショ

ン、参加者によるポスター発表、そして本SSPプロ

グラムを通じた学びを参加者自身がまとめて発表

するグループレゼンテーションに、本研究班で設

定されたカリキュラム・コードを付与することで、

３学会がそれぞれ行なっている患者支援プログラ

ムが体系的に学べることができるような形式で実

施した。具体的には、基礎講座にはコード：がん-1

を、アドボケートメンターとのグループセッショ

ンにはコード：参画-1、参画-2、研究-4を、参加者

によるポスター発表にはコード：参画-1を、グルー

ププレゼンテーションにはコード：がん-1、参画-1、

参画-2を付与した。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理的配慮が必要な内容は含んでいない。また、個

人情報の取り扱いはない。 

 

Ｃ．研究結果 

第９回のSSPプログラムには7名が現地参加、そ

して17名がWebで聴講した。これら参加者に本

SSPプログラム終了後にアンケート調査を実施し

た。ほとんどの方から未来のがん治療に資するが

ん研究がより発展することを祈念するなどの感想

が多く寄せられた。 

 

Ｄ．考察 

日本癌学会内でも、SSP プログラムに対する理

解が進み、がんサバイバー・患者支援団体リーダ

ーとがん基礎研究を行う科学者との協働は重要で

あるとの認識が浸透してきている。そうした甲斐

もあり、これまで長く開催してきた市民公開講座

と同じような重要な活動であるとして、日本癌学

会・学術総会からも大きな支援を得られるように

なってきている。しかし一方で、現地参加される

がんサバイバー・患者支援団体リーダーの人数は

あまり増えてはおらず、毎年 10 人前後の参加に

留まってしまっている。そこで、SSP プログラム
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の認知度を上げるために、日本癌学会 HP 内に

SSP プログラムの紹介ページを新たに設けるなど

テコ入れを図っている

（https://www.cancer.or.jp/modules/public/index.

php?content_id=65 ）。今後は、カリキュラム・

コードを通じた体系的な学びとなるよう、カリキ

ュラム・コードに３学会それぞれの患者支援プロ

グラムのどこで学習・体験できるのかの情報を付

与し、カリキュラム・コードから患者支援プログ

ラムを検索できるようなシステム構築といった利

便性の向上を図り、３学会の患者支援プログラム

を有機的に連携させていくことも重要ではないか

と思われた。 

また SSP プログラムは、がんの診断と治療の基

盤となる基礎研究を深く理解することに力点をお

いた患者会による理想的な活動である。しかしそ

の一方で、基礎研究が如何に実臨床に応用されて

いるのか？あるいは実際の臨床のなかでどのよう

に基礎研究の成果が役に立っているのか？患者会

の裾野を広げるためにも臨床的視点も必要なので

はないか？たとえばがんの治療の 4 つのアームの

なかで基礎研究とは最も距離のある外科では病変

を体外に排出することで根治性が得られるが、外

科手術の意義を基礎的視点で勘案するなど、患者

会としても関心があるのではないか？このような

考察もなされた。 

 

Ｅ．結論 

がんサバイバー・患者支援団体リーダーと日本癌

学会理事会の双方からの賛同のもとに、SSPプログ

ラムの基礎講座などに本研究班のカリキュラム・コ

ードを付与して開催できた。体系的な学びとなるよ

う、今後もSSPプログラムにカリキュラム・コード

を付与していくこととなった。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得    なし 

2. 実用新案登録  なし 

3.その他      なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


